
 

～学習と交流活動の成果を生かし 

日中相互理解の深化へ～ 

会長 飯田 助知 
皆様  あけましておめ

でとうございます。新年を

迎え、新たな目標を胸に生

活をはじめられているこ

とと存じます。今年は２１

世紀にはいってから四半

世紀目に当たり、様ざまな

出来事が節目の年を迎え  

ることになると思います。  

わが協会も設立５０年を経て５年目を迎えるこ

ととなり、中国語講座、太極拳、日本語ボランティ

ア活動などの充実に加え、日中友好活動に関わる

若い世代層の参加を促すことなど、新たな視点か

らの取り組みへと歩みを進める必要があります。

中国の若者が日本に示す関心と少なくとも同程度

の関心を日本の若者が中国に対して持つというこ

とがアジア地域の平和と発展に大変重要なことと

思われます。 

 会報「移山１３５号」で特集しておりますが、私

たちは昨年１１月、６年ぶりに上海市を訪れまし

た。６年の間隔がありましたから、その分手厚い

歓迎を受け恐縮いたしましたが、一見して上海が

きれいな街に変貌していることに驚きました。主

要道路の中央分離帯は花で飾られ、歩道の脇は自

転車・オートバイ専用道路、走る自動車は「緑ナン

バー」（電気自動車）が圧倒的に多く、街路樹や公

園・緑地の整備も手抜きなしという印象でした。

予算の投下量も少なくないと思いましたが、これ

は市民の同意あってのこと、通行する市民も胸を

張り自信をもって行動しているように見受けられ

ました。 

 ところで、昨年、日本では新紙幣が発行されま

した。肖像画に新たに三人が選ばれていますが、

共通点はというと、外国から学んだ知識と知恵を

日本の発展に役立てた人ということになると思い

ます。以前の聖徳太子、福沢諭吉もそうした意味

の際立った存在でした。海に囲まれた日本にとっ

て、外国の風習や生活に関する正確な情報は、今

もこれからも極めて重要で、特に報道や教育の場

面では偏見や無知を排する努力も一層強く求めら

れると思います。 

 今世紀に入り、人々は平和な時代の到来を期待

しておりましが、実現いまだしで、かえって核兵

器使用の脅威まで叫ばれています。これまでずっ

と維持されてきた連帯と協力という人類の DNA

をどうやって守っていくかが問われ続けることに

なると思います。そのカギとなるのは、やはり、民

衆の友好交流活動だと思います。その原点はと問

われた時、私は『論語』の冒頭の言葉を思い浮かべ

ます。「学びて時にこれを習う、また説ばしからず

や。朋あり、遠方より来る、また楽しからずや。」

今年は孔子の没後２５００年に当たります。享年

７３。当時としては破格の長寿だったといえます。 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

＜上海市対友協会傅副会長（右）と会見する飯田会長＞   ＜上海市留学人員之家で上海の皆さんと合同撮影＞  
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